
6　　　　　　　公務員試験ＮＡＶＩ

　本年 4月～ 6月に実施された大卒程度公務員試験（1
次試験）の数的処理の問題は、全体的には易化傾向にあ
り、基本を重視する問題が中心となりました。

　試験別で見ると、国家総合職は昨年と比べるとかなり
易化しましたが、一昨年も同様に易しかったので、来年
はどうなるか注目です。
　国家一般職は、判断推理は例年並みで、やや面倒な問
題も含まれていましたが、数的推理で易しい問題が増え
た分、全体としては易化といっていいでしょう。
　国家専門職も、ここ２、３年易化傾向にあり、見た目
は面倒そうでも実際に解くと易しいという問題が多く見
られました。
　一般職、専門職とも、ほぼ毎年「命題と論理」が出題
されていますが、本年はいずれも出題がなく、専門職で
は、毎年必ず出題されていた「図形の計量」の出題があ
りませんでした。
　裁判所職員は、ここ数年は割と易しい問題が中心でし
たので、例年並みと言っていいでしょう。
　東京都Ⅰ類も、A、Bとも例年並みですが、Bについ
ては、易しい問題と面倒な問題の差が大きかったように
思えます。
　特別区Ⅰ類は、判断推理、数的推理とも例年より易し
めでしたが、空間把握でやや面倒な問題が見られ、また、
ほぼ毎年出題される「暗号」は、本年も例年どおり難問
でした。
　地方上級も、難易度は例年どおりで、図形分野では相
変わらず変わった問題が何問かありましたが、判断推理
には、例年にあるような見た目に変わった問題がなく、
極めて普通の問題でした。

　そして、全体を通しての本年の特徴的な傾向として、
マイナー分野の出題が多かったことが挙げられます。
ここ数年、メジャー分野の問題が大半を占め、マイナー
分野の問題がほとんど出題されない傾向にありました。
そうすると、全範囲を網羅するより頻出分野を徹底的に
学習する方が効率は良かったわけですが、本年はその傾
向が少し変わったことになります。
　まず、判断推理について、メジャー分野では、「順序
関係」と「移動と軌跡」の問題は例年並みに出題されま

したが、「位置関係」「対応関係」「命題と論理」の出題
が例年に比べて少なく、逆に、マイナー分野である「操
作手順」や「一筆書き」の問題などが増え、また、ここ
数年少なかった「立体の切断」の出題がかなり増えまし
た。
　メジャー分野の多くは、条件を整理して「考えて解く」
問題ですから、数多くの問題をこなすことで応用力を養
う必要があります。それに対して、マイナー分野の問題
には、「覚えれば解ける」問題も多く、「操作手順」には
そのタイプの問題がけっこうあります。本年、東京消防
庁Ⅰ類で出題された「てんびん」や東京都Ⅰ類 B（新方式）
で出題された「油分け算」はその典型的なタイプです。
　また、数的推理についてですが、メジャー分野である
「図形の計量」と「整数」の問題は例年並みに出題され
ましたが、最頻出分野である「確率」の出題が減り、こ
れまで少なかった「場合の数」が「確率」と同じくらい
出題されていました。また、マイナー分野である「暦算」
「年齢算」「魔方陣」などの出題が例年より多く、やはり、
最近少なかった「仕事算」の出題が今年はかなり増えま
した。「暦算」や「魔方陣」にも、解くための必要な知
識があり、知っていれば短時間で解くことが可能です。
　すなわち、マイナー分野にはけっこうコスパのいい問
題が多いわけですが、出題が少ないため、勉強していな
い、あるいは、一度覚えた解法を忘れてしまっていると
いう場合も多いかと思います。しかし、本年のように出
題が多いと、これを逃すのは極めてもったいないのです
ね。なので、勉強方法としては、初めの段階で、なるべ
く網羅性の高い参考書などを使い、マイナー分野も必ず
一度は解法を覚えるようにしましょう。そして、その後
はメジャー分野中心に問題演習を行い、直前期にもう一
度マイナー分野の解法を確認することをお勧めします。

　では、本年、東京消防庁Ⅰ類で出題された「操作手順」
の問題をご紹介しますので、参考にしてください。

【問題】　大きさ、形、色が全く同じコインが 90枚ある。
その中の 89 枚は本物で重さはすべて同じだが、1枚だ
け偽物が混じっており、偽物は本物のコインよりも軽い。

特集　2022 年度試験　徹底分析！ ［数的処理］

畑中敦子
1994年より大手予備校にて公務員試験対策の数的処理の講義を担当。独自の解法講義で人気を博し、
看板講師として活躍する。
2008 年に独立し、執筆活動や大学講義を行い、著書累計は 155 万部を超える。
2014 年に ( 株 ) エクシア出版を設立、現在、代表として出版活動を行っている。
著書
・畑中敦子の数的推理 The BEST ( 年度版 )
・畑中敦子の判断推理 The BEST ( 年度版 )　他多数

マイナー分野が躍進！　網羅性のある学習を！

7

も妥当なのはどれか。ただし、偶然わかった場合は最少
の回数としないものとする。【東京消防庁Ⅰ類 2022】
１．3回　　　２．4回　　　３．5回
４．6回　　　５．7回

【解説】
　本問のように、「偽物が 1個で本物より軽い（重いで
も可）」という条件の場合は、全部で 3個までなら 1回、
9個までなら 2回、…というように、３n 個までならｎ
回で見つけ出せるという法則があります。この法則を
知っていれば、「90」は 34 ＝ 81 を超え、35 ＝ 243 まで
の範囲にありますので、答えは「5回」とわかります。
　なお、具体的な手順は次のとおりです。
　1回目に、90 枚を 30 枚ずつに分けて、A，B，Cとし、
Aと B を天秤ばかりで比較します。ここで釣り合わな
かった場合は、軽くなったほうに偽物が含まれ、釣り合っ
た場合は、Cに偽物が含まれているとわかりますので、
ここで偽物を含む 30 枚が判明します。
　2回目は、その 30 枚を、さらに 10 枚ずつに分け、同
様の作業を行うと、ここで偽物を含む 10 枚が判明しま
す。
　3回目は、その 10 枚を、3枚、3枚、4枚に分け、D，
E，F とし、Dと E を天秤ばかりで比較します。ここで

釣り合わなかった場合は、軽くなった 3枚に偽物が含
まれていますので、4回目の操作として、その 3枚のう
ち 2枚を天秤ばかりで比較すると、１，２回目と同様に、
どれが偽物か判明します。
　また、3回目で釣り合った場合は、Fの 4枚に偽物が
含まれておりますので、これを 2枚ずつに分けて、4，5
回目の操作として、それぞれを天秤ばかりで比較すると、
どれが偽物か判明します。
　これより、4回目または 5回目の操作で偽物を見つけ
ることができますが、問われているのは「確実に見つけ
出す」ための回数ですから、最少 5回となり、正解は肢
3です。
　このように、偽物が 1つで、本物より重いか軽いかわ
かっていれば、3枚までなら天秤ばかりを 1回使用すれ
ばわかります。また、4個以上 9個以下の場合は、3個
以下のグループ 3つまでに分けて 1回使用すれば、どの
グループに偽物が含まれているか判明しますので、その
グループでもう 1回使用し、2回の操作で判明します。
以下同様に、27 個までなら 3回で、81 個までなら 4回
で判明し、ここから、法則の意味が理解できるでしょう。
公式や法則は、丸暗記しても忘れますから、その理由や
具体的な手順を理解することが大事です。

【正解】3
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　今回は、専門試験における法律科目と行政科目の出題
を振り返り、難易度、出題傾向、翌年受験者へのアドバ
イスなどをしていきます。
１．国家一般職
（１）法律科目
【憲法】
　人権から３問、統治から２問出題されました。全体的
な難易度はそこまで高くありませんが、人権の出題が厄
介です。No.11 は法の下の平等からの出題でしたが、肢
5が議員定数不均衡の知識を問うものとなっており、面
食らった受験生が多かったようです。また、No.12 は今
まであまり出題されたことのない判例が出題されまし
た。「裁判員裁判の合憲判決」や「群馬司法書士会事件」
は応用判例という位置づけになります。今回出題された
ことに伴い、来年度以降、他の試験での出題が予想され
ますので十分注意したほうがいいでしょう。概ね 3問は
得点したいところです。
【行政法】
　行政法は行政法理論から 2問、法分野から 3問出題さ
れました。例年であれば法分野からの出題が難しくなる
傾向にありますが、今年はそこまで難しくありません。
No.18 が行政不服審査法からの出題となっていたため得
点できなかった受験生がいたかもしれませんが、そのほ
かは取消訴訟の訴訟要件や国家賠償法の知識を問うもの
となっていたため、予想どおりの出題といっていいで
しょう。しっかり勉強をしていた人であれば 4問は得点
できたのではないかと思います。
【民法】
　「総則・物権」の科目は、No.22 が無効と取消しに関
する出題であり、マイナーテーマからの出題となってい
ます。また、No.25 は受験生が苦手とする物上代位から
の出題となりました。したがって、普通に勉強している
人は3問得点できたのではないでしょうか？　担保物権
から2問出題されるのが国家一般職の特徴となっていま
すので、来年度以降もこのような配分になると考えられ
ます。
　「債権・家族」の科目は、かねてからの予想どおり、
No.27 で連帯債務からの出題が見られました。私として
は連帯債権も危ないのではないか？と思ってはいました
が、今回は連帯債務のみの出題となったため、難易度は
高くありません。一方、No.28 がマニアックな出題です
…。契約の成立については、ほとんどの受験生がノーマー

クであったと思われますので、得点できた受験生は少な
いと予想されます。家族分野は、遺言からの出題（No. 
30）が見られました。近時、改正されたテーマであった
だけに注目していた受験生も多かったはずです。概ね 3
問得点できていれば及第点です。
（２）行政科目
【政治学】
　毎年難しいといわれる政治学ですが、今年はそこまで
難しくありませんでした。ただ、No. １、No. ２の 2 問
連続で政治思想が出題された点や、No. ５で第二次世界
大戦後の我が国の内閣が出題された点はややイレギュ
ラーだったといえるでしょう。ただ、今年に限って言え
ば、基礎的な学習が進んでいる方であれば、3問は得点
できたはずです。
【行政学】
　全体的に難易度が高く、ハズレ年といえます。断片的
な知識で正答を出さなければならず、過去問で対応でき
るレベルを超えています。実際の受験生も「今年の行政
学は難しかった…」と嘆いている人が多かったように思
います。もし、来年以降もこの傾向が続くようなら、行
政学自体を選択しないというのも一つの手です。
【社会学】
　No.60 の国際社会の変化に関する出題以外は、いずれ
も過去問レベルです。近時、社会学は易化傾向にありま
す。私の印象だと、国家一般職の社会学は出題されるテー
マが幅広く、学者も新しい人がどんどん出てくるイメー
ジでしたが、基礎的な出題にシフトしてきているように
感じます。私の「社会学ザ・ベストプラス」で勉強して
いた方であれば、4点は取れたと思います。
２．特別区Ⅰ類
（１）法律科目
【憲法】
　特別区は例年人権から 2問、統治から 3問出題されま
すが、今年は人権の 2問が両方とも簡単だったため、満
点をとれた方も多かったようです。ただ、No. ３の内閣
に関する記述は、やや細かめの知識が正答肢になってい
るため、難しいといえます。なお、憲法はいかに統治で
失点しないかが大切です。過去問を何度も解いて知識を
固めていくことの重要性を改めて感じました。概ね 4問
は引っ張りたいですね（特別区は選択解答なので）。
【行政法】
　行政法理論から2問、法分野から3問出題されました。

寺本康之
埼玉県立春日部高等学校卒業、青山学院大学文学部フランス文学科卒業、青山学院大学大学院法学
研究科中退。全国の学内講座で講師を務める。大学院生のころから講師を始め、現在は法律科目（憲法、
民法、行政法など）や行政科目、社会科学、人文科学、小論文、面接指導など幅広く講義を担当している。
著書
・寺本康之の小論文バイブル（年度版）
・寺本康之の憲法ザ・ベストハイパー（いずれもエクシア出版）他多数
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No. ６は法律による行政の原理を問われていますが、意
外と得点できなかった人が多い印象を受けます。最初に
勉強するテーマなのに…とショックを受けている人もい
ましたね。法分野の問題としてはNo. ８（意見公募手続）
がかなりマニアックなテーマからの出題となっています
ので得点できなかった人も多いでしょう。総じて、3～
4問引っ張れていれば御の字です。特別区の場合は、法
分野からの出題で安定的に得点できるようになると点数
のブレがなくなります。
【民法】
　「総則・物権」の科目は、総則から 2問、物権から 2
問、担保物権から 1問の出題となりました。注目すべき
はNo.12 の無効又は取消しについてです。国家一般職で
もこのテーマが出題されていたので、今年の流行の出題
といえます。また、No.14 が地上権からの出題となって
おり、直近で出題されていただけに予想が外れました。
ただ、それ以外はオーソドックスな出題となっています
ので、3問引っ張れれば及第点です。
　「債権・家族」の科目は、No.16 が連帯債務からの出
題でしたので、予想どおりでした。これも国家一般職と
共通のテーマであり、流行の出題といえます。契約法か
らの出題がみられなかったのが特徴的で、来年は契約法
からの出題があると考えてよいでしょう。普通に勉強し
ている方であれば、3～ 4問は引っ張れたという印象で
す。
（２）行政科目
【政治学】
　今年は典型テーマからの出題が目立ちます。No.41 の
政治的無関心やNo.42 のイギリスの政治制度、No.45 の
国家論は非常に簡単な問題です。このあたりを落として
しまった方は反省したほうがいいでしょう。特別区の政
治学はここ数年難しい出題が続いていただけに、拍子抜
けした方もいらっしゃったと思いますが、できれば 5問
すべてを引っ張りたいところです。
【行政学】
　テーマこそオーソドックスですが、難しい知識を問
う出題がちらほら見られますので、今年はハズレ年と
いっていいでしょう。特にNo.47 の会計検査院の出題や
No.48 の行政責任は難易度が高めです。このような問題
を避けて、なんとか 3問引っ張れれば理想的です。ただ、
基本的には過去問の知識の焼き直しが多いので、過去問
演習をいかに徹底するかがカギとなってくるでしょう。
【社会学】
　穴埋め問題が多く、得点しやすい年でした。No.55 が
社会調査からの出題で、多くの受験生が苦手とするテー
マではありますが、内容としては非常に簡単だったので、
問題なく得点できたはずです。社会学もおおむね過去問
レベルの出題が目立ちました。4～ 5問引っ張れたので
はないでしょうか？

３．東京都Ⅰ類Ｂ
　東京都Ⅰ類 Bは専門記述という形式で法律科目と行
政科目の出題があります。そこで、今回は専門記述の出
題テーマから見える難易度を分析します。
（１）法律科目
　憲法、民法、行政法の 3科目の出題は以下のとおりで
す。
【憲法】労働基本権及びその制限について説明せよ。
【行政法】行政行為の付款について、付款の限界及び付款
が違法な場合の効力に言及して説明せよ。

【民法】錯誤による意思表示について、平成 29 年の民法
改正における改正内容とその背景に言及して説明せよ。
　憲法と行政法は比較的書きやすいテーマからの出題と
いえますが、民法は平成 29 年の改正事項を問われてお
り、正確な記述をすることはかなり難しいでしょう。法
律を専門的に学んできた方以外は対応できない問題とい
えます。専門記述の法律科目はある程度予想をしつつ、
メリハリをつけて対策をしていく必要があります。
（２）行政科目
　政治学、行政学、社会学の 3科目の出題は以下のとお
りです。
【政治学】リーダーシップの特性理論及び状況理論につい
て述べた上で、「伝統的リーダーシップ」、「代表的リー
ダーシップ」、「投機的リーダーシップ」及び「創造的リー
ダーシップ」について、それぞれ説明せよ。

【行政学】日本の官僚制の特徴について説明せよ。
【社会学】ウォーラースティンの世界システム論について
説明せよ。
　政治学と行政学は書きやすいテーマといえますが、社
会学はどちらかといえば国際関係の出題テーマですの
で、ほとんどの受験生が書けていないものと思われます。
政治学か行政学のどちらかを書ければ及第点です。
４．地方上級・市役所Ａ日程
　地方上級・市役所 A日程は試験問題を持って帰るこ
とができないため、詳細な出題分析はできかねますが、
受験生から入ってきている情報をまとめると、いくつか
特徴が見えてきます。
①専門試験が例年に比べそこまで難しくない
②法律科目がオードックスな出題となっていた
③行政学は時事的な知識が含まれるものが多かった
　地方上級・市役所 A日程は、他の試験よりも専門試
験が得点しにくいのですが、今年はそんなことはなかっ
たようです。少し難易度を落としたのか、あるいは典型
的なテーマから出題したのか、どちらかが原因と考えら
れます。報告を見ている限り、今年は②にあるように法
律科目の出題テーマが例年と比べて典型的だということ
に気づきました。これが今後続くのかは未知数ですが、
少なくとも例年に比べて、解きやすかったという評価は
正しいものと感じました。
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　皆さんこんにちは。本稿では、2022 年度の経済系科
目（ミクロ、マクロ、財政学）の出題傾向を振り返り、
来年度の試験に向けてどのような対策を講じれば良いか
述べておきたいと思います。まずは、試験問題が公開さ
れている試験種ごとに簡単に振り返っておきましょう。

１．国家一般職
　ミクロ経済学（5問）は、標準的なレベルの内容でし
た。ただ、「長期費用関数の導出（№ 33）」は、ここ数
十年全く出題が見られなかった問題。解けなくても仕方
がないでしょう。ゲームの理論の「支配戦略均衡の条件
（№ 35）」も冷静に考えれば何てことのない問題ですが、
問われ方に不慣れな受験生は一定数いたと思われます。
5問中 3～ 4問得点したいところです。
　マクロ経済学（5問）も標準的。「フィリップス曲線
（№ 38）」と「新古典派経済成長理論（№ 40）」で失点し
た受験生が多かったと思われます。実は、「新古典派経
済成長理論（№ 40）」の問題は、計算問題に見えて知識
モノの問題。ソローモデルにおいて、一人当たりの消費
を最大にする貯蓄率（第二黄金律）は、資本分配率（1/2）
に一致します。このことを知っていれば、満点も可能だっ
たでしょう。
　最後に、財政学・経済事情（5問）は、難しい内容でした。
「財政状況（№ 42）」は、国家専門職と同様に、令和元
年度からの比較問題で、判断が難しい内容であったと思
います。「我が国の経済動向（№ 43）」も細かい内容が
問われており、「各国の政策金利の推移（№ 45）」も今
年度に関しては盲点となっていた受験生が多かったよ
うに思われます。よって、「我が国の財政制度（№ 41）」
と他 1問を得点し、5問中 2問といったところではない
でしょうか。

２．国税専門官
　経済学（4問）については、財務、労基と共通問題で
ある「新古典派経済成長理論の計算問題（№ 26）」は難
しかったものの、その他の問題は基本的な問題。4問中
3問は得点したい。
　経済事情（2 問）では、やはり「世界経済事情（№
28）」の英国とユーロ圏の判断が難しかったと思います。
　財政学（6問）については、財務専門官と同様で、や
や難しめの内容。「年金の財政方式（№ 30）」は出題頻
度が低い問題ですし、社会政策の学習も必要な問題で

あったと思います。「租税制度（№ 32）」は地方税を含
めた内容で名称を「法人税」、「消費税」とするなど厳密
性を欠き、戸惑われた方も多かったでしょう。また、「財
政状況（№ 33）」は、令和元年度からの比較問題で、判
断が難しい内容であったと思います。

３．財務専門官
　ミクロ（3問）は基本問題で、すべて容易に得点でき
る問題でした。
　一方、マクロ（3 問）の「マネーストック統計（№
18）」と「新古典派経済成長理論の計算問題（№ 20）」は、
多くの受験生にとって難しかったのではないかと思いま
す。
　財政学（6問）については、やや難しめの内容。「年
金の財政方式（№ 22）」は出題頻度が低い問題ですし、
社会政策の学習も必要な問題であったと思います。「租
税制度（№ 24）」は地方税を含めた内容で、名称を「法
人税」、「消費税」とするなど厳密性を欠き、戸惑われた
方も多かったのではないでしょうか。また、「財政状況（№
25）」は、令和元年度からの比較問題で、判断が難しい
内容であったと思います。
　経済事情については、「世界経済事情（№ 40）」の英
国とユーロ圏の判断が難しかったと思います。正答率は
低くなっていることでしょう。

４．労働基準監督Ａ
　財務専門官と同様に、ミクロ（4問）は基本的で、マ
クロ（5問、財政 1問含む）はやや難しい内容でした。
ミクロで出来・不出来が分かれたのは「最適労働供給（№
32）」でしょう。弾力性の小さい（非弾力的）企業側の
税負担が大きくなることや、課税によって労働者の労働
供給量は変化せず、したがって雇用量にも影響がないこ
とを知っていれば正解に辿り着けたはずです。
　マクロでは、財務専門官と共通の問題である「マネー
ストック統計（№ 35）」と「新古典派経済成長理論の計
算問題（№ 36）」は、やはり難しかったのではないかと
思います。
　経済史・経済事情（4問）は標準的な内容。ただ、や
はり「世界経済事情（№ 40）」では英国とユーロ圏の判
断が難しかったと思います。
　最後に、労働経済（3問）については、「期待効用最
大化（№ 42）」と「人的資本論（№ 43）」は頻出論点な

高橋義憲
千葉商科大学政策情報学部非常勤講師、公務員試験予備校講師。
資格試験予備校、金融機関、マスコミ業界を “講師 " として渡り歩き、2013 年に独立。
公務員試験や各種資格試験の受験指導のほか、全国の企業や大学などで、日本経済新聞の読み方、
企業情報の採り方、景気指標の見方などの指導も行っている。
著書
・マップでわかる経済学 マクロ編／マップでわかる経済学 ミクロ編（いずれもエクシア出版）
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ので、労基対策をしっかり行っていた方は得点できたで
しょう。「労働経済の状況（№ 44）」も正解肢は容易だっ
たので、正答率は高かったのではないでしょうか。

５．裁判所一般職
　ミクロ分野、マクロ分野ともに、基本・標準レベルの
問題でした。同じ選択科目である「刑法」も比較的易化
したようですから、どちらを選択すべきか悩まれた受験
生も多かったのではないでしょうか。今年度の問題で
ちょっとだけ厄介だったのは、「ラスパイレス物価指数
の計算（№ 31）」、「ハロッド＝ドーマー・モデルの計算（№
35）」でしょう。物価指数の計算と言えば、「GDP デフ
レーター（パーシェ方式）」が出題の基本ですが、「ラス
パイレス物価指数」は過去の頻出度は低いですから、取
りこぼした受験生が結構いたのではないかと思います。
また、「ハロッド＝ドーマー・モデル」では、保証成長
率と自然成長率の計算に必要な最適資本係数、貯蓄率、
労働人口増加率を、問題文の与式から読み取れるかがポ
イントです。これは平成初期に他の試験種で散見された
パターンで、公務員試験の過去の傾向が復活したと言え
るでしょう。
６．特別区Ⅰ類
　ミクロ（5問）、マクロ（5問）、財政学（5問）とも
に、基本的な問題ばかりでした。市販されている問題集
を使って基本・標準的な問題を繰り返し演習していた受
験生は、難なく高得点を得ることができたでしょう。逆
に言えば、経済系の科目を「捨て科目」として学習しな
かった方は、かなり損をしたと言えるのではないでしょ
うか。
　ただし、特別区の例年の傾向ですが、各科目 1 問、
ちょっと難しめの問題が出題されています。「公共財の
最適供給量の計算（№ 25）」（ミクロ）、「産業連関表の
計算（№ 29）」（マクロ）、「ジニ係数の計算（№ 35）」（財
政学）は、難問と言うほどではありませんが、かなりの
練習をしていないと正解できなかったのではないかと思
います。とはいえ、選択解答制ですから、選ばなければ
良いだけですが。全15問中 12問得点することは十分可
能な内容でした。

７．東京都Ⅰ類
　経済学は「マンデル＝フレミング・モデル（財政政策
の有効性）」、財政学は「応益負担（応益説）と応能負担
（応能説）」で、平成30年度の本試験問題の“焼き直し”で、
完全に意表を突かれました。驚かれた受験生も多かった
のではないでしょうか。「マンデル＝フレミング・モデ
ル」では、グラフを使って財政政策の効果に至るプロセ
スが示せているか、「応益負担（応益説）と応能負担（応
能説）」では、各説の定義、主な学者、受益と負担の関
係、支払能力との関係を示せているかがポイントでしょ
う。いずれの論点も基本的で、択一対策で得た知識で十
分解答可能ですから、多くの受験生にとって解答しやす
い問題だったのではないかと思います。今後は、直近で
出題された問題であっても、典型論点については基本的
な対策を行っておくべきでしょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【来年度に向けて】
　今年度の傾向を見る限り、経済系科目について特別な
対策は不要でしょう。市販されている公務員試験向けの
問題集から基本・標準的な問題をピックアップし、特に
計算問題を繰り返し解いて解法パターンを身に付ける、
といったオーソドックスな学習でOKです。以下の点を
留意して、来年に向けた学習に取り掛かって下さい。
①ミクロ、マクロについては、細かい知識のインプット
にこだわらない
　インプットに時間をかけすぎてしまい、アウトプット
がいい加減な学生が多く見受けられます。「問題を解く
ための学習である」とさわやかに割り切って、アウトプッ
ト中心の学習を心がけて下さい。講義ではしつこく言う
のですが、“ 体に覚えさせる ” 感覚で問題演習に勤しん
で下さい。
②１～２日に１問、難しめの問題にトライする
　1～ 2日に 1問程度で結構なので、難易度の高い問題
にトライしてみて下さい。試験会場で未知の問題に直
面したときに、“答えをひねり出す ”練習をするのです。
問題数を欲張る必要はありませんし、無理に解法を覚え
る必要もありません。頭と手を動かす練習を是非して頂
きたいのです。これを心がけていると、他の受験生より
も頭一つ抜き出ることができると思います。
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〈デメリット１：出題されない試験がある〉
　東京消防庁のように地学が出題されない試験もあり
ますので気を付けてください。

■　化　学　■
　化学は大まかに「理論化学（知識・計算）」「無機化
学（知識）」「有機化学（知識）」に大別されます。
〈メリット１：知識問題が出題される〉
　公務員試験の化学では暗記だけで対応できる知識問
題が出題されます。特に無機化学に多いです。無機化
学だけでも勉強しておくと強力な武器になります。
〈デメリット１：頻出の計算問題が難しい〉
　化学で一番人気の「化学反応式の量的関係」は習得
するのに時間がかかります。一番人気ですのでできれ
ば勉強してほしいですが，難しければ捨ててしまうこ
とになります。
〈デメリット２：暗記よりも理解することが多い＆最
初から順番に学習していかなくてはならない〉
　まずは「原子の構造」を理解して，「イオン化」「化
学結合」と原理を踏まえて学習しないと，その後の「酸
化還元」といった頻出分野の学習が苦しくなります。
〈デメリット３：有機化学〉
　有機化学は知識問題がメインですが，理論化学の「原
子の構造」「化学結合」「構造式」が理解できているの
が大前提になります。それを踏まえての「暗記」では
なく「理解」になります。また，有機化学は範囲が広
く，全てを学習するのは困難です。

■　物　理　■
　物理は「力学」「熱」「波動」「電磁気」「原子物理」
に大別できます。
〈メリット１：範囲が狭い〉
　地学に次いで範囲が狭いです。特に「力学」「波動」
「電気（磁気は除く）」に集中しているのである程度絞っ
た学習ができます。
〈メリット２：簡単な単元が多い〉
　難解なイメージがある物理ですが，簡単な単元もあ
ります。例えば「衝突」「力学的エネルギー保存則」
は簡単な公式で解けますし，「波の性質」は知識問題
です。
〈デメリット１：頻出分野が難しい〉
　頻出分野の「力のつり合い」や「運動方程式」「電
気回路」は計算が苦手な受験生にとって難解です。

　満点を取る必要がない公務員試験において，ある程
度の捨て科目は生じます。まして，数的処理に比べれ
ば出題数が少なく，苦手意識を持つ受験生も多い自然
科学は捨て科目の筆頭と言えるかもしれません。
　しかし，捨て科目は安直に考えていいものではあり
ません。自然科学に限らず，知識系の科目は勉強する
メリット，デメリットが存在します。それを把握した
うえで科目の取捨選択を行えるようになるのが理想
です。そこで，本記事では生物，地学，化学，物理 4
科目のメリット，デメリットを紹介します。

■　生　物　■
〈メリット１：知識問題が中心〉
　計算問題が少ないので，計算が苦手な受験生も取り
組みやすいです。また，生物は高校生のときに授業で
習ったことがあるのも有利に働きます。
〈メリット２：ほとんどの試験で出題される〉
　生物は多くの試験で出題されます。ほとんどの受験
生は併願を考えているでしょうから，なるべく多くの
試験で出題される科目を勉強したいところです。
〈デメリット１：範囲が広すぎる〉
　生物は範囲が広いので広範囲を勉強することが不可
能です。さらに本番の試験で見たことがないような単
元が出る確率も高いです。取り組みやすい反面，実は
コストパフォーマンスはそこまで高くありません。
〈デメリット２：順番どおりの勉強が必要〉
　生物の頻出と言えば「遺伝」です。しかし「遺伝」
を学ぶには「染色体」を始めに学習する必要があり
ますし，「染色体」を学ぶには「細胞」を学習する必
要があります。このように土台となる単元があるので
絞った学習がしづらいです。

■　地　学　■
〈メリット１：範囲が狭い〉
　生物とは違い範囲が狭いです。もちろんマニアック
な内容が出ないこともないですが，その可能性は生物
と比べると低いです。例えば，特別区のように生物と
地学の出題数が同じ試験であれば地学を勉強したほう
がコストパフォーマンスは高いです。
〈メリット２：分野ごとに独立している〉
　地学は各単元が独立しているのでどの単元からでも
始められます。自身が受験する試験の傾向に絞った学
習がしやすくなります。

自然科学LOVE
～自然科学を勉強する
　メリット・デメリット～

柴﨑直孝
2004 年より大手予備校にて公務員試験対策の講義（数的
処理・自然科学）を担当。受験生目線に立った「誰でも
使える解法」と「現実的な戦略」を熱血指導で分かりや
すく教え人気を博す。
2013 年より関東学園大学の専任講師に着任。
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関わらず、エピソードを深掘りすると、ただメンバー
に依頼しただけの話だったりします。また、志望動機
に関しては、希望する行政機関の役割を挙げ、それに
興味を持ったという浅い内容で、生涯その行政機関に
勤める意志があるのか疑問を感じる回答だったりしま
す。地方自治体を志望する方は、あえてこの自治体を
選んだ理由が曖昧で、あまり熱意を感じない答えだっ
たりします。さらに、業務理解が乏しいまま受験し、
公務員として何がしたいのかビジョンが見えてこない
方も多いです。他にも、人格を問う質問で、公務員と
して求める人物像と異なる回答をしてしまい、組織に
馴染めるのか、住民対応は問題ないのか疑問を持って
しまうことがあります。これらの敗因により、公務員
試験に落ちてしまう方が多いので、民間企業とは異な
る面接対策が必要となります。逆に言うと、これらの
要点を押さえて、しっかり対策すれば公務員試験の面
接は短期間でも攻略可能というわけです。
　最後に、面接対策を行う上で大事なことを伝えます。
行政は、人口減少・少子高齢化など様々な社会課題が
ある中で、これらの課題に対処できるバイタリティと
コミュニケーション力がある人材を求めています。そ
のため、自分一人で勉強を頑張ったというエピソード
はあまり評価されません。周りの人と何か取り組んだ
エピソードがない方は、些細な事でもいいので、今す
ぐ作る努力をしていただきたいと思います。誰にでも
自慢できる立派なものでなくても大丈夫です。面接で
は、あなたがどのように主体的に行動してきたか、何
を頑張ったのか努力の過程を重視します。そこで、あ
なたが本気で頑張ってきたこと、苦労して成長したこ
とを PR できれば、合格を勝ち取ることができます。
公務員試験の面接を過度に恐れることなく、対策すべ
き要点を踏まえて、自信を持って挑んでいただきたい
と思います！

　近年、公務員試験においては対策に時間を要する筆
記試験 ( 教養・専門 ) を撤廃し、SPI など民間と同じ
筆記試験を採用する行政機関が増加傾向にあります。
そのため、筆記試験の勉強をしてきただけでは合格が
難しくなっています。「公務員試験は面接重視になっ
ている」と聞くと、皆さんどう対策していいか分から
なくて、「やっぱり公務員試験は難しい！」というイ
メージを持ってしまう方が多いと思います。特に、公
務員の中でも事務職は、普段どんな業務を行っていて、
どんな役割を担っているのか把握することが難しいで
す。だからこそ、公務員試験において、適切に仕事理
解を進めて面接対策する重要度が高まっています。
　では、公務員試験の面接ではどんな対策が必要で
しょうか。結論から言うと、仕事理解と求められる人
物像を把握し、自分がなぜその職種・行政機関に就職
したいのか、どのようにその行政機関に貢献できるの
か明確にイメージを持って説明できれば、合格するこ
とができます。面接対策は、従来の筆記試験（教養・
専門）のように膨大な時間は必要ありません。新卒の
方の場合は当塾で４時間指導を受けただけで、合格ラ
インまで面接対応力を向上できる方が多いです。なぜ
なら、公務員試験の面接では、大抵聞かれる質問が決
まっているので、それらの質問に対する正しい対策を
行い、面接官が求める回答ができるようになれば、合
格できるからです。
　一方で、面接対策に時間をかけたにも関わらず、落
ちてしまう方が多いことも事実です。彼らが失敗して
しまった原因は、間違った面接対策をしていたことが
挙げられます。「志望動機、自己 PR ができた！」と
安心して、模擬面接でも問題ないと言われて試験に挑
んだ結果、志望動機や自己 PR に関するエピソードを
深掘りされ、うまく答えられなくて撃沈した方がいま
す。例えば、「私の強みは交渉力」と言っているにも


